
  



ス ケ ジ ュ ー ル （ 予 定 ） 
 【2月15日（土）】 
  13:00 ～ 13:10  開講式  
  13:10 ～ 13:50  講義Ⅰ  浦崎 太郎 氏 

  13:50 ～ 15:00  講義Ⅱ  三成 由美 氏 
  15:15 ～ 16:25  講義Ⅲ  坂本 健太郎 氏 
  16:40 ～ 17:50  講義Ⅳ  大畑 伸幸 氏                         
  18:00 ～ 18:30  ２日目のワークに向けた作業            

  18:30 ～ 20:00  交流会（会費制） 
 

 【2月16日（日）】 
   9:00 ～   9:10  前日の振り返り 

   9:10 ～ 12:30  ワーク、発表 
   12:30 ～ 12:50  ２日間のまとめ 
  12:50 ～ 13:00  閉講式 
 

 ※プログラムは変更となる場合があります。  

【お申込みにあたって必ずご確認ください】 
  セミナーの受講は地域活性化センターの個人賛助会員に向けたサービスの一環となります。個人賛助会員へのサービスとして、機関誌配布、 
  メルマガ配信のサービスがあります。(個人賛助会費の特典の詳細はHPを確認) 
    ◎1回だけ受講の場合  一般(C会員): 2万5千円   学生(S会員): 1万円 
    ◎複数回･複数名での受講の場合  A会員: 9万円(1回1万5千円×6回分)  B会員: 6万円(1回2万円×3回分) 

  開催地までの往復交通費・宿泊費・飲食代等は別途ご負担となります。ご記入いただいた個人情報は、当センターからの事務連絡のほか、各 
  事業のご案内等に利用させていただく場合があります。セミナー中に撮影した写真はSNSやHPで使用する場合がありますのでご了承ください。 
  また、連絡なしの不参加や当日キャンセル等の場合は返金できかねますのでご注意願います。 
 

【申込み方法】 
  ①HP(https://www.jcrd.jp/)お申込みフォームからお申込みください。 

  ②下記の受講申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX(03-5202-0755)にてお申込みください。 

  ③下記項目を本文に記入のうえ、件名を「共育セミナー受講申込」とし、E-mail(creative@jcrd.jp)にてご送信ください。  

   (申込み後、E-mailにて連絡いたします。１週間を過ぎても連絡がない場合はお問い合わせください。） 

2019年度 土日集中セミナー「共育」受講申込書                    Fax:03-5202-0755  E-mail:creative@jcrd.jp 

氏名 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 
男・女 

歳 

勤務先       

所属部署・役職 
 交流会  

(会費3千円程度) 

参加  ／  不参加 
 

住所 

（勤務先／自宅）〒      －  TEL： 

E-mail：  

請求書     

 要（宛名：                           送付先：                            ） ／  不要    

回数券申込み（○で囲む） 使用する回数券のＩＤ 

３回券[B会員・60,000円]（  セット） ／  ６回券[A会員・90,000円]（  セット） ／  今回のみ  ID： 

小学校8年、中学校11年、社会教育16年と様々な教育現場を体験。 
平成27年度より政策として掲げた、「ひとが育つまち益田」を具現化するた
め、 「未来の担い手の育成」、「産業の担い手育成」、「地域づくりの担い
手育成」の推進役として、平成29年度より「ひとづくり推進監」となり、
様々なひとづくり施策を展開中。  

山形県最上地域で展開する「新庄・最上ジモト大学」を担当。高校生が
旅立つ前に学ぶコト！をテーマに熱い大人と高校生の対話型プログラムを
提供している。私生活では、東北まちづくりオフサイトミーティングに所属し、
プライベートでも地域づくり活動をしている。只今、ジモト大学セカンドステー
ジへまい進中。 

山形県最上総合支庁総務課連携支援室 
連携支援主査 坂本 健太郎 氏 

益田市教育委員会ひとづくり推進監 
社会教育課長 大畑 伸幸 氏 

講師紹介 

 Localfund+（ローカルファンドプラス） 
代表 三成 由美 氏  

公私にわたる広範な現場経験に基づき、学校と地域が連携･協働して人
づくりと地域づくりを一体的に展開する仕組みについて実践的に研究。
2018年5月からは、文部科学省高等学校教育改革の関するアドバイ
ザーとして、社会に開かれた教育課程や地域学校協働活動を充実すべ
く、全国各地で連日のように講演や研修を務めている。 

大正大学地域構想研究所 
教授 浦崎 太郎 氏  

2019年3月末まで17年間島根県奥出雲町職員として住民の「一番身
近な一番頼れる存在」になるべく活動。女性の旅や生き方を応援するとと
もに、地域の魅力を向上させ「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2015 地域で輝く
パワフル女子」（日経WOMAN）選出。この春からは都市から地方への
人財と資金の還流をつくることをミッションとして首都圏を中心に活動中。
主に「地域みらい留学」を推進する活動のファンドレイジングを担当。 


